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こ
と
が
で
き
、
強
力
な
就
職
支
援
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
進
捗
状
況
と

外
部
評
価

「
巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
順
調
に

年
次
進
行
し
て
お
り
、
本
年
度
前
期
に

２
年
生
用
の
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
Ⅰ
」

が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
１
年
後
に
外
部
評

価
委
員
会
を
開
催
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
と
進
捗
状
況
等
に
関
す
る
11
項
目
に

つ
い
て
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、

平
均
４
．２
点
（
５
点
満
点
）
と
い
う
高

評
価
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に

第
１
回
就
業
力
育
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
、
そ
の
時
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

参
加
し
た
両
学
部
の
就
職
内
定
学
生
か

ら
「
巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
受
け
て
い
れ
ば
も
っ

と
満
足
の
い
く
就
職
活
動
が
で
き
た
と

思
う
。」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
入
門
Ⅰ・
Ⅱ
」の

授
業
内
容

以
下
に
１
年
生
の
必
修
科
目
で
あ
る

①
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
入
門
Ⅰ
」
お
よ

び
②
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
入
門
Ⅱ
」
の

授
業
内
容
な
ら
び
に
学
生
に
よ
る
授
業

評
価
（
平
成
23
年
度
分
）
に
つ
い
て
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。

①
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
入
門
Ⅰ（
前
期
）

総
合
科
学
部
で
は
「
大
学
と
社
会
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
学
部
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
お
よ
び
大
学
生
に
求
め
ら
れ
る

社
会
人
基
礎
力
や
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
す
。

工
学
部
で
は
「
技
術
者
と
社
会
」
を

テ
ー
マ
に
、
技
術
者
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
に
つ
い
て
講
義
し
、
技
術
者
を
目

指
す
新
入
生
が
、
将
来
の
職
業
に
つ
い

て
考
え
る
上
で
必
要
な
素
養
と
能
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
科
目
で
は
県
内
を
中
心
に
、
13

企
業
・
機
関
・
団
体
等
か
ら
外
部
講
師

を
招
聘
し
、
各
学
科
に
関
連
す
る
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
授
業

を
通
し
て
、
徳
島
県
内
に
も
全
国
的
に

高
い
シ
ェ
ア
の
製
品
を
持
つ
企
業
や
、

高
度
な
技
術
を
持
つ
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企

業
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
な
ど
、
学

生
に
と
っ
て
将
来
を
考
え
る
上
で
重
要

な
「
気
づ
き
」
や
「
発
見
」
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
入
門
Ⅱ（
後
期
）

総
合
科
学
部
で
は
、
前
半
で
適
性
把

握
演
習
に
も
と
づ
き
、
自
ら
の
適
性
を

能
力
・
性
格
な
ど
の
総
合
的
な
観
点
か

求
め
ら
れ
る
社
会
的・職
業
的
自
立

平
成
22
年
２
月
に
文
部
科
学
省
は
大

学
設
置
基
準
を
改
正
し
、
大
学
に
対
し

て
教
育
課
程
内
外
を
通
じ
た「
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
た
指
導
等
（
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
）」
を
制
度
化
（
平
成
23

年
４
月
１
日
施
行
）
し
ま
し
た
。

単
な
る
職
業
教
育
で
は
な
く
、
社
会

人
と
し
て
の
基
礎
力
を
有
し
社
会
的
・

職
業
的
自
立
が
可
能
な
人
材
の
育
成
が

現
在
の
大
学
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
は

文
部
科
学
省
は
前
述
の
大
学
設
置
基

ら
診
断
し
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
す
。
ま
た
後
半
は
小
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
、
個
別
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

工
学
部
で
は
、
ま
ず
様
々
な
職
業
・

職
種
を
学
び
、
次
い
で
各
自
の
適
性
把

握
・
基
礎
学
力
演
習
に
よ
り
、
自
ら
の

能
力
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
対
す
る

基
本
的
な
視
点
を
学
び
、
自
ら
の
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

図
２
は「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
入
門
Ⅰ
」

の
授
業
風
景
で
す
。
講
師
の
説
明
を
み

な
さ
ん
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
す
。

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果平

成
23
年
度
の
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
入
門
Ⅰ
・
Ⅱ
」
受
講
者
（
全
１
年
生
）

を
対
象
に
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
科
目
の

受
講
に
よ
り
、
学
生
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
社
会
人
基
礎
力
向
上

へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後
の
展
開

本
年
度
前
期
に
、
経
済
新
聞
等
か
ら

の
効
率
的
な
情
報
収
集
技
術
な
ら
び
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
等
の
向
上

を
目
的
と
し
た「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
Ⅰ
」

準
改
正
直
後
の
平
成
22
年
度
に
大
学
生

の
就
業
力
育
成
支
援
事
業
を
公
募
し
、

徳
島
大
学
で
は
総
合
科
学
部
と
工
学
部

が
共
同
で
申
請
し
た
「
自
ら
の
就
業
力

向
上
を
促
す
巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
両

学
部
で
は
翌
23
年
４
月
よ
り
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
開
始

し
ま
し
た
。

「
巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
特
徴
と

し
て
、
①
４
年
一
貫
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
実
践
、
②
学
生
の
主
体
的
な
取
組
を

促
す
W
e
b
版
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

活
用
、
③
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
伝
承
シ
ス
テ
ム
の
実
践
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
の
学
び

図
１
に
徳
島
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の

概
要
を
示
し
ま
す
。

新
入
生
は
ま
ず
、
必
修
科
目
で
あ

る
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
入
門
Ⅰ
」（
前

期
）
お
よ
び
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
入
門

Ⅱ
」（
後
期
）
の
授
業
を
受
け
ま
す
。
こ

れ
ら
の
科
目
で
は
大
学
と
社
会
の
関
わ

り
（
総
合
科
学
部
）、
技
術
者
・
企
業
・

社
会
と
の
関
わ
り
（
工
学
部
）
な
ら
び

（
２
年
次
前
期
）
が
新
た
に
開
講
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
よ
り
実
践
的
な
「
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
Ⅱ
」（
２
年
次
後
期
）
お
よ

び
「
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
３

年
次
前
期
）
等
で
の
学
習
を
経
て
、
そ

れ
ま
で
の
成
果
が
試
さ
れ
る
実
際
の
就

職
活
動
期
（
３
年
次
後
期
～
４
年
次
前
期
）

を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
最
後
の
「
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
Ⅲ
」（
４
年
次
後
期
）
で
こ

れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
学
習
の
総
括
と
後

輩
へ
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
手
法
の
伝

承
を
行
い
ま
す
。

巣
立
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
学
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
ら
れ
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
推
進
室
（
運
営
委
員
：
本
稿
執
筆

者
４
名
）
と
総
合
科
学
部
な
ら
び
に
工

学
部
各
学
科
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と

推
進
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
成
果
が
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
適
性
把
握
等

（
両
学
部
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

２
年
次
以
降
は
よ
り
実
践
的
な

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
お

よ
び
「
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の

選
択
４
科
目
か
ら
１
科
目
以
上
を
履
修

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
科

目
で
は
、
職
業
意
識
の
形
成
と
基
本
技

能
の
修
得
、
就
職
活
動
の
意
味
と
方
法
、

学
外
実
習
、
就
活
体
験
の
伝
承
な
ど
が

主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
両
学
部

合
同
ク
ラ
ス
で
授
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

自
ら
の
就
職
活
動
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

W
e
b
版
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

履
修
登
録
な
ど
で
学
生
が
利
用
し
て

い
る
教
務
シ
ス
テ
ム
に
、
新
た
に
キ
ャ

リ
ア
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
機
能
を
追

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
の
W
e
b
版
で
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目
用
の「
学
習
記
録
」ペ
ー

ジ
の
他
に
、
自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
等

を
確
認
・
判
定
で
き
る
「
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
」
ペ
ー
ジ
、「
課
外
活
動
記
録
」

ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
「
進
路
・
就
職
情
報
」

ペ
ー
ジ
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
用
い
て
す
べ
て
の
学
生
が
、
い
つ
で

も
必
要
な
情
報
を
登
録
・
確
認
等
す
る
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（巣立ちプログラム）

図 2 「キャリアプラン入門Ⅰ」授業風景
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い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
O
B
に
よ
る

企
業
説
明
会
も
適
時
開
催
し
て
お
り
、

生
の
O
B
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

学
生
に
は
好
評
で
す
。

将
来
の
人
生
を
決
め
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
就
職
に
対
し
十
分
な
準
備
お
よ
び

対
策
を
行
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

す
。
本
年
度
は
、
３
年
生
を
対
象
と
し

て
、
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
山
野
特
任

講
師
に
“
就
職
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
必

要
な
事
、
本
格
的
な
就
活
で
重
要
な
教

え
”
と
題
し
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
学
生
か
ら
は
、「
ま
だ
３
年
生
に

な
っ
た
ば
か
り
な
の
で
就
職
は
ま
だ
ま

だ
先
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
話
を
聞

い
て
考
え
直
さ
な
く
て
は
と
思
っ
た
」、

「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く
上
で
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
点
が
分
か
っ
た
」、「
こ

れ
か
ら
の
就
職
活
動
を
行
う
上
で
ど
ん

な
こ
と
が
重
要
か
非
常
に
参
考
に
な
っ

た
」
等
々
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
学
の
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
と
密

に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
協
力
体
制
を
築

く
よ
う
努
力
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
学
部
に
は
医
学
科
、
栄
養
学
科
お

よ
び
保
健
学
科
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

の
学
科
も
医
療
専
門
職
を
目
指
す
た
め

に
、
多
く
の
卒
業
生
は
病
院
を
中
心
と

す
る
医
療
機
関
に
就
職
を
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
般
企
業
や
公
務
員
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
者
の
割
合
は
学
部
全
体

で
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

栄
養
学
科
の
卒
業
生
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
管
理
栄
養
士
資
格
を
取
得
し
ま

す
が
、就
職
先
は
、一
般
企
業
、公
務
員
、

医
療
機
関
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
学
部
卒
業
生
の
就
職
内

訳
は
病
院
・
給
食
施
設
な
ど
へ
管
理
栄

養
士
と
し
て
就
職
を
し
た
者
10
名
、
一

般
企
業
7
名
、
公
務
員
1
名
、
大
学
院

進
学
29
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
就
職
率

は
ほ
ぼ
1
0
0
%
で
し
た
。

栄
養
学
科
の
学
生
は
３
年
次
の
２
月

よ
り
研
究
室
に
配
属
さ
れ
卒
業
研
究
を

行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
就
職
採
用
情

報
は
学
科
事
務
よ
り
各
教
室
を
通
じ
て

回
覧
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
先
生
方
が
個
人
的

に
依
頼
さ
れ
た
求
人
情
報
も
含
ま
れ
て

医
学
部
栄
養
学
科
に
お
け
る
就
職
支
援

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
委
員（
医
学
部
）
　酒
井
　
徹 

（
さ
か
い 

と
お
る
）

栄養学科就職関連資料の閲覧

就職関連資料の閲覧と教員によるアドバイス

就職支援センター
の山野特任講師に
よる講演会

歯
学
部
の
就
職
状
況
と
就
職
支
援
活

動
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
と
言
っ
て
も
、
歯
学
科
の
学
生

は
原
則
卒
業
後
は
歯
科
医
師
臨
床
研
修

制
度
の
下
で
１
年
以
上
の
臨
床
研
修
を

受
け
る
か
、
あ
る
い
は
４
年
間
の
大
学

院
博
士
課
程
に
進
学
す
る
か
の
ど
ち
ら

か
な
の
で
、
実
質
的
に
就
職
支
援
活
動

の
対
象
者
は
口
腔
保
健
学
科
の
学
生
に

限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、

本
稿
に
お
い
て
も
口
腔
保
健
学
科
の
就

職
状
況
と
就
職
支
援
活
動
等
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
学
科
は
平
成
19
年
４
月
に
設
置
さ

れ
た
の
で
、
現
在
ま
で
の
卒
業
生
は
１

期
生
15
名
、
２
期
生
16
名
の
合
計
31
名

で
す
。
数
が
少
な
い
の
で
１
，
２
期
生

合
わ
せ
て
の
卒
後
の
進
路
に
つ
い
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

本
学
科
の
特
徴
は
、
卒
業
時
に
歯
科

衛
生
士
と
社
会
福
祉
士
（
選
択
制
）
の

２
種
類
の
国
家
試
験
受
験
資
格
が
得
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
卒
後
の
進

路
も
歯
科
分
野
だ
け
で
な
く
社
会
福
祉

分
野
等
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
23
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
大
学
院

修
士
課
程
に
進
学
す
る
者
も
い
ま
す
。

過
去
２
年
間
に
お
い
て
は
、
大
学
院

進
学
者
５
名
を
除
い
た
卒
業
生
26
名
全

員
が
就
職
を
果
た
し
、
そ
の
内
20
名
が

歯
科
衛
生
士
の
道
を
選
択
し
、
６
名
が

社
会
福
祉
分
野
・
公
務
員
等
に
就
職
し

ま
し
た
。
な
お
、
県
内
の
就
職
者
は
９

名
、
県
外
が
17
名
で
、
こ
れ
は
学
生
の

県
内
・
県
外
比
率
に
ほ
ぼ
準
じ
て
い
ま

す
。本

学
科
の
就
職
状
況
や
就
職
支
援
活

動
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う

で
す
。

① 

本
学
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
や
就
職

相
談
員
の
ご
協
力
を
得
て
、
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
個
別
の
履
歴
書
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
や
模
擬
面
接
な

ど
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

② 

学
生
数
に
比
し
て
学
科
の
教
員
が

多
く
、
学
生
の
就
職
活
動
に
対
し
て
全

教
員
を
挙
げ
て
手
厚
い
相
談
・
援
助
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

特 集 徳島大学の就職支援への取り組み

歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
に
お
け
る

就
職
状
況
と
就
職
支
援
活
動
に
つ
い
て

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
委
員（
歯
学
部
）
　羽
田
　
勝 

（
は
だ 

ま
さ
る
）

③ 

病
院
歯
科
を
希
望
す
る
学
生
が
多

い
が
、
そ
も
そ
も
病
院
歯
科
が
少
な
い

こ
と
や
、
求
人
が
不
定
期
（
欠
員
補
充

の
場
合
が
多
い
）
で
、
採
用
人
数
も
少

人
数
で
、
最
終
的
に
就
職
が
決
ま
る
の

が
か
な
り
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

④
一
方
、
民
間
の
歯
科
医
院
は
歯
科
衛

生
士
の
求
人
難
で
、
社
会
福
祉
分
野
も

若
い
人
の
求
人
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
生
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
売
り
手
市
場

で
就
職
に
対
す
る
不
安
は
比
較
的
少
な

い
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
病
院
歯
科
に
就
職
し
た
者

の
内
２
名
が
１
年
で
離
職
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
個
々
の
離
職
の
原
因
は
明
ら

か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
こ
れ
ら

の
点
を
反
省
材
料
に
就
職
指
導
に
注
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
新
た
な
試
み

と
し
て
、
通
常
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
か

ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
個
別
指
導
を
行
う

「
就
職
道
場
」
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

薬
学
新
時
代
に
お
け
る
一
連
の
就
職

支
援
が
、
学
生
の
み
な
さ
ん
の
主
体
的

な
進
路
選
択
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
仕
事

と
の
出
会
い
の
一
助
と
な
り
、
社
会
人

と
し
て
立
派
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

特 集 徳島大学の就職支援への取り組み

こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

製
薬
会
社
の
人
た
ち
か
ら
お
話

を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
が
あ
り
ま
し
た
が
、

エ
ー
ザ
イ
で
は
ど
の
よ
う
な
考

え
で
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
、
ま
た
卒
業
生
の
講
演
会

で
得
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
こ
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

エ
ー
ザ
イ
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
見
て
、
エ
ー
ザ
イ
で
働
く
人
々
が

薬
の
開
発
に
携
わ
る
上
で
患
者
さ
ん
を
中
心
に
考
え
て
多
く
の
人

と
関
わ
り
、
一
つ
一
つ
の
薬
を
作
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
基
本
理

念
が
わ
か
り
ま
し
た
。
博
物
館
で
は
、
昔
の
製
薬
道
具
や
薬
屋
の

復
元
な
ど
を
見
て
、
薬
屋
ひ
と
つ
と
っ
て
も
生
薬
が
ネ
ズ
ミ
に
食

べ
ら
れ
な
い
よ
う
天
井
か
ら
吊
る
す
な
ど
先
人
の
苦
労
や
努
力
を

知
り
、
感
心
し
ま
し
た
。
見
学
し
た
工
場
内
は
技
術
の
発
展
に
よ

り
製
造
過
程
は
ほ
ぼ
機
械
化
さ
れ
、
正
確
で
衛
生
的
な
場
所
で
あ

り
時
代
と
と
も
に
薬
の
製
造
か
ら
保
管
の
仕
方
ま
で
変
化
し
て
き

た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
諸
先
生
方
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
学
生
生
活
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
て
き
た
の
か
を
聞
け
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
れ
ば
自
ず
と
道
は
開
か
れ

て
い
く
。
が
む
し
ゃ
ら
に
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
く
、
悩
む
こ
と

も
大
切
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
い
こ
う
。

充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

僕
ら
の
入
学
時
か
ら
徳
島
大

学
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
始
ま

り
ま
し
た
。
1
年
生
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
入
門
と
2
年
生
の
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
Ⅰ
で
は
社
会
人
基

礎
力
、
技
術
者
倫
理
、
ジ
ョ
ブ

リ
サ
ー
チ
講
座
な
ど
で
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
中
で
も
僕
が
一
番
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ

た
と
思
え
る
講
義
は
、「
経
済
新
聞
の
読
み
方
」
に
つ
い
て
で
す
。

社
会
人
と
し
て
新
聞
か
ら
情
報
を
得
る
と
い
う
の
は
最
も
基
本
的
な

こ
と
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
ど
の
記
事
を
読
ん
で
、
ど
の
記
事
を
飛

ば
す
か
の
取
捨
選
択
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

で
も
、
こ
れ
ま
で
僕
は
ど
う
や
っ
て
自
分
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る

情
報
だ
け
得
ら
れ
る
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
こ

の
授
業
で
経
済
新
聞
の
読
み
方
と
、
情
報
収
集
の
講
座
に
出
合
い
、

そ
の
内
容
は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。
そ
の
後
も
引
き
続
き
経
済
新

聞
を
読
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
講
義
で
線
を
引
き
、
丸
を
付
け

た
新
聞
の
切
り
抜
き
は
ま
だ
大
事
に
持
っ
て
い
ま
す
。

1
年
生
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
皆
さ

ん
が
将
来
に
社
会
人
と
し
て
働
く
た
め
の
基
礎
的
な
力
と
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
で
は
始
め

に
社
会
人
と
は
何
か
を
考
え
、
次

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
マ
ナ
ー
を
教
わ

り
、
最
後
に
企
業
の
方
に
学
校
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
い
て
そ
の
会
社
で

ど
う
い
っ
た
業
務
を
こ
な
し
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
講
義
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ
と
い
う
講
義
で
す

が
、
こ
れ
は
実
際
に
企
業
に
出
向
き
、
働
く
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
ま
た
学
生
と
社
会
人
の
違
い
が
何
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
僕
の
場
合
は
、
3
日
間
と
短

い
実
習
期
間
で
し
た
が
、
身
を
も
っ
て
社
会
に
出
る
と
い
う
こ
と
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
は
市
内
に
あ
る
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ジ
ン

グ
さ
ん
で
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
不
動
産
業
界
が
い

か
に
し
て
利
益
を
上
げ
、経
営
を
し
て
い
っ
て
い
る
の
か
、そ
う
い
っ

た
業
界
研
究
み
た
い
な
も
の
も
で
き
た
の
で
す
が
、
な
に
よ
り
、
社

会
人
と
い
う
先
輩
方
の
体
験
談
、
姿
勢
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

自
分
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
緊
張
感
や
責
任
感
に
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
感
じ
た
の
が
、

公
私
の
区
別
で
す
。
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
な

け
れ
ば
社
会
人
と
し
て
や
っ
て
い
け
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

本
来
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
自
ら
企
業
に
出
向
き
承
認
を
得
て

実
習
と
な
る
流
れ
で
、
１
か
ら
10
ま
で
自
分
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
講
義
で
は
、
大
学
側
が
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
手
続
き
を
取
り
持
っ
て
く
れ
る
の
で
、
部
活
や
バ

イ
ト
で
忙
し
い
人
で
も
履
修
し
や
す
い
講
義
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
は
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
聞
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
バ
イ
ト
と
部
活
を
両
立
し
て
い
る
僕
に
と
っ

て
は
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
て
得
た
も
の

薬
学
部 

2
年  

三
河 

志
穂 

（
み
か
わ 

し
ほ
）

工
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

工
学
部 

機
械
工
学
科 

2
年   
大
西 
貴
斗 

（
お
お
に
し 

た
か
と
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ・Ⅱ
を
履
修
し
て

総
合
科
学
部 

社
会
創
生
学
科 

3
年  

幸
徳 

晃
児 

（
こ
う
と
く 

こ
う
じ
）

薬
剤
師
養
成
の
た
め
の
薬
学
教
育
の

修
業
年
限
が
４
年
か
ら
６
年
へ
と
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
徳
島
大
学
薬
学

部
で
は
薬
剤
師
養
成
の
た
め
の
6
年
制

学
科
（
薬
学
科
）
と
、
学
部
創
立
以
来

の
「
新
薬
の
創
製
を
目
指
す
」
と
い
う

教
育
方
針
に
基
づ
い
た
4
年
制
学
科

（
創
製
薬
科
学
科
）
が
併
設
さ
れ
、
薬
学

新
時
代
が
幕
を
明
け
ま
し
た
。
創
製
薬

科
学
科
で
は
、
卒
業
後
に
大
学
院
薬
科

学
教
育
部
の
創
薬
科
学
専
攻
へ
と
進
学

す
る
学
部
・
大
学
院
一
貫
教
育
体
制
を

基
本
と
し
、世
界
レ
ベ
ル
の
生
命
科
学
・

創
薬
科
学
に
貢
献
し
得
る
人
材
の
養
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
創
製

薬
科
学
科
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
者
に
は
薬
剤
師
国
家
試
験
の
受
験
資

格
が
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
薬

剤
師
免
許
を
必
要
と
し
な
い
職
種
へ
の

就
職
を
目
指
す
学
生
の
み
な
さ
ん
へ
の

就
職
支
援
の
一
環
と
し
て
、
徳
島
大
学

薬
学
部
を
卒
業
・
修
了
さ
れ
薬
剤
師
免

在学生の質問に答える若手先輩の方々

アンケートを記入する在学生のみなさん

許
を
使
う
こ
と
な
く
活
躍
さ
れ
て
い
る

若
手
先
輩
の
方
々
に
、
在
学
生
の
み
な

さ
ん
へ
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
も
ら
う

の
が
「
薬
学
部
就
職
支
援
講
演
会
～
先

輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」
で
す
。
本

講
演
会
は
講
義
室
で
は
な
く
薬
学
部
１

階
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
会
場
と
し

て
使
用
し
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
双
方
向

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
年
齢
的
に
身
近
な

先
輩
の
学
生
生
活
や
就
職
活
動
の
体
験

談
、
現
在
の
仕
事
内
容
の
説
明
は
と
て

も
興
味
深
く
、
在
学
生
に
と
っ
て
は
幅

広
い
職
種
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
薬
学
部
就
職
支
援
講
演
会
～
先
輩

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」
は
創
製
薬
科

学
科
学
生
の
就
職
支
援
を
主
眼
と
す
る

も
の
で
す
が
、
各
種
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
就
職
相
談
な
ど
、
薬
剤
師
と
し
て

の
就
職
を
目
指
す
薬
学
科
学
生
の
み
な

さ
ん
へ
の
積
極
的
な
就
職
支
援
も
実
施

薬
学
新
時
代
に
お
け
る
就
職
支
援 

〜
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
委
員（
薬
学
部
）
　佐
野 

茂
樹 

（
さ
の 

し
げ
き
）


